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日本損害保険協会関東支部群馬損保会（会長：桃井 直人・損害保険ジャパン株式会社群馬支店長）は、

10月7日(水)の「盗難防止の日」に合わせ、エフエム群馬の夕方のラジオ番組に生出演し、自動車盗難への

注意と防止対策を呼びかけました。 

番組には桃井会長が生出演し、群馬県における昨年1年間の自動車盗難認知件数が323件に上り、全国で

7番目に多かったことを説明しました。また、本年は8月末時点で63件と発生件数は抑えられているものの、

引き続き注意が必要であると呼びかけました。 

さらに、自動車の制御システムに不正にアクセスする「ＣＡＮ（キャン）インベーダー」や、スマートキ

ーの電波を悪用する「キーエミュレーター」など、巧妙化する盗難手口を紹介しました。そのうえで、照明

や防犯カメラを備えた「盗みにくいと思わせる」駐車環境の整備に加え、ハンドルロックやタイヤロック、

警報装置、ＧＰＳ装置など複数の防犯対策を組み合わせることや、販売店等に相談して最新のセキュリティ

システムを導入することの有効性を説明し、リスナーに注意を促しました。 

当支部では、引き続き、自動車盗難防止対策の周知に取り組み、自動車盗難の減少に向けた活動を推進し

てまいります。 

 

  
 

生放送の様子 

 

桃井会長と黒川萌々乃アナウンサー 

 

 

 

群馬県で自動車盗難防止対策をラジオで呼びかけ 

～群馬損保会長が「盗難防止の日」にＦＭラジオに生出演～ 


